
学校ホームページを拠点とした臨時休校中の取り組みについて
学校HPにパスワード付きのページ「ゆきわ：前期課程　なわて：後期課程」を開設



１　生徒との心の面を支援（４月臨時休校延長時より開始）
保護者へのお知らせメールで入力サイトの

QRコードを配信

生徒が入力
フォームメーラーで担任が閲覧

・「なわて」の学級のページに担任のコメントを掲載

・個人的な相談には電話対応

・前期課程では発達段階を考慮して全員への電話で心のケア

・週１回掲載

アンケートアプリ（フォームメーラー） 



２　学習支援　（前期課程）

・学校作成の動画を限定公開

・ふくいわくわく授業の 

　リンクも掲載

先生や学校の紹介など学校生活が楽しみ 

になる動画も作成



・Google meetによるオンライン朝の会の実施（１～６年）

・５，６年生はGoole classroomを利用して１日の振り返り 
健康観察の実施 

発達段階に応じた対応

１人の子どもの発言が、みんなのやる気を起こす

前日の振り返りを生かして、翌日児童に声かけをする

３　GoogleMeet .classroomによる　生活面の支援　＆　学習支援（前期課程）
５月臨時休校延長時より開始



Google ｍeetによる社創会議

※学年で取り組んでいるプロジェクト学習 

についての話し合い活動

※

Google classroomによる担任のフィードバック

３　GoogleMeet .classroomによる　生活面の支援　＆　学習支援（前期課程）



４　学習支援（後期課程）

理科のページ 動画視聴後

次の学びに 

つなげる



６　Zoomを利用した　生活面の支援　＆　学習支援（５月臨時休校延長時より）



６　Zoomを利用した　生活面の支援　＆　学習支援（５月臨時休校延長時より）



学校ホームページを拠点したことのメリット

・学校HP、フォームメーラー、お知らせメールなど普段使用しているツールを　 

　組み合わせたので、特別なマニュアルがなくても生徒への支援ができた。 

・学校HPやお知らせメールは、保護者も普段使っているので、アクセス方法が 

　伝わりやすかった。 

・後期課程では、アカウントの作成や配付、家庭端末の設定の手間が少なく、 

　生活面や学習面の支援をいち早く開始することができた。 

・前期課程と後期課程の発達段階に応じた支援ができた。 

・前期課程はGoogle classroom、後期課程はZoomを利用した。今後双方の 

　ノウハウを共有し効果的に併用をしていく。


